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（1）OB会の誕生

（１） ＯＢ会の誕生（1996（平成8）年）～「設立への思いと実現まで」

　平成25年6月23日に開催された西南グリーＯＢ会総会に久し振りに出席した。その席でのＯＢ会長挨
拶から、来年（平成26年）はグリー創部95周年、ＯＢ合唱団であるシャントゥール設立60周年、加えてＯＢ
会も設立20周年の節目を迎えることを知り改めて歳月の経過の早さを知らされた。
　そう聞くと特にＯＢ会設立に関して深く関わっただけに感慨もひとしおである。折からグリー100周年誌
編纂作業が進行中でもあり、ＯＢ会設立に関する初期の状況を西南グリーの歴史の中に明確にすること
も必要なことと思い、記憶にあることを以下に記してみた。

　「新月会」これは関西学院グリークラブОＢ合唱団の名称であると同時に、ＯＢ会そのものの名称であ
る。この関学の十八番の曲に「ＵＢoj」があり、関学から全国の大学グリーに広まっていったが、今から20
数年前この新月会のメンバーが10年以上の歳月をかけ国内はもとより、チェコスロバキアや東欧諸国にま
で手を尽くして「ＵＢoj」のルーツを探るべく調査をしているとの話を聞いた。  我々西南グリーでも「ＵＢ
oj」の何たるかもよく理解しないまま、所謂愛唱歌として歌い継いでいたが、発信元の新月会は強い責任感
から調査を続行し平成４年にその楽譜の完成版を全国の希望する合唱団に配布している。
　また、この調査結果は「ＵＢoj」のルーツと関西学院グリークラブとしてグリー創部110年となる平成21
年5月に「関西学院史研究月例発表」として公にされている。また、関学グリーは学内にグリー専用の「グ
リークラブホール」を持ち、練習のみに留まらず、歴代の楽譜や音源、歴史上の諸資料等が整備され、現役
やＯＢの憩いの場ともなっている。
　
　前置きが長くなったが私はそのような事を知る度に、西南グリーにＯＢ名簿さえ無い我々の不甲斐無さ
を強く意識するようになった。ＯＢの数は900とも1,000人とも言われていたが、それぞれが繋がることも
無く、辛うじて卒年期別の懇親会が散発的に行われているにすぎなかった。何とかして関学のようなＯＢ
の全国組織が出来ないものかと私は強く思い始めた。
　ＯＢ会組織の立ち上げと同時に、私はＯＢ合唱団西南シャントゥールのマネージャーとして、50人体制
の合唱団をどう作り上げるかという難題に直面していた。しかしこの二つの問題は同時並行的に解決せざ
るを得ないと結論づけ、徳永麟之助、的野恭一、内海洋一、内海敬三等の諸先輩を通して私の思いを伝え
ていった。平成４～５年頃のことであったと思う。諸先輩方から前向きな返事を受けた後は、準備委員会
的な組織もないまま殆ど独断的にことを進めざるを得ない状況であった。
　東京在住の三原秀雄先輩（61期）や森猛先輩（62期）とも連携、上京して協議を行った。東京在住のＯ
Ｂの反応は極めて積極的で私は勇気付けられた。そのような事があって1996（平成８）年5月2日、会則も
組織も未完成のまま第１回のＯＢ会を渡辺通り４丁目の福岡トヨタ地下ホールで開催した。ＯＢ会というよ
りも、ＯＢ会発足準備決起大会と言った方が適切であったかも知れない。東京組も参加、当時はまだ60人
位はいた現役グリーも参加した。
　初代会長については、これまで何かにつけ相談に乗って頂いていた鈴鹿石根先輩（62期）に私の一存
でお願いし、内諾を得ていた。何としてもスタートの体制だけでも作り上げようと決心していた。不具合なと
ころは後で走りながらでも改善できると考えていたが、頼りにしていた鈴鹿氏が思いもかけず病気のため
急逝された。
　植木陽一郎先輩（56期）に急遽会長就任をお願いした。その後は規約や組織作りを会長に委ね、発足
総会出席のＯＢ名簿作成や発送は事務局の山元一憲君（70期）に任せて、私は一応役目を終えた。（因み
にＯＢ会規約の制定は平成7年1月1日付となっている。）
　
　あれから20年ＯＢ会は初代会長の植木氏（56期）以降、後藤氏（48期）、刀根氏（48期）、河野氏（63
期）そして現在の黒江氏（65期）へと継承され順調に発展していることは喜ばしい限りである。
　嘗て「シャントゥールだけがグリーのＯＢでは無い」という言葉を何度か耳にした。だがＯＢ会が未組織
の時にはシャントゥールが西南学院グリークラブのＯＢ合唱団として各方面への役割を果たしてきた事は
紛れも無い事実であり、ＯＢ会創設時の財政基盤の無い時は必要な全ての経費はシャントゥールに依っ
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て賄われていた。シャントゥールのメンバーであるＯＢとそうでないＯＢとの間に変な蟠りが存在してはな
らない。西南学院グリークラブの旗のもとに青春の一時を過ごしてきた者は、一様に西南学院グリークラ
ブＯＢ会のメンバーとしてお互いが交流を図り、そして現役グリークラブを支えていくという共通の使命を
有していることを忘れてはならない。

　先の総会で久し振りにお会いした河野先輩、同期の黒江兄、また日頃からＯＢ会の縁の下で力添えを惜
しまない徳永（武）君、飛松（智）君、石松君、山元君、倉地君、窪田君、皆さんの献身的協力に改めて感謝
致します。
　また、この度このような記述の場を与えて頂いた100周年誌編纂委員会の鈴木、河野両先輩に感謝を申
し上げＯＢ会が益々発展していく事を心から祈念致します。

記述者・佐藤　宗一（65期）

　（2）休部から復活へ

　平成18年１月唯一の部員である井上貴喜（06期）君の激励を兼ね，指揮者の完戸真人氏は第54回の定
期演奏会を開催、グリークラブ休部に至る最後のステージは、支援体制を組んできたＯＢとの合同で男声
合唱組曲「尾崎喜八の詩から」であった。
　グリークラブの廃部を懸念していた刀根亨一（48期）は、早急な対策の必要性をシャントゥールへ訴え
再興運動を促した。これにいち早く呼応したのは、当時シャントゥールの指揮者をしていた馬頭経明（59
期）やマネージャーの窪田敏博（71期）等で、シャントゥールによるグリー再興運動への先駆けとなった。Ｏ
Ｂ会では折から入院中であった後藤照男（48期）に代え、6月のＯＢ総会で急遽刀根亨一（48期）を会長
に選出した。
　新会長に就任した刀根は、自らの課題として「グリー再興」を掲げると同時に、それを成し遂げるためＯ
Ｂ会の活性化を掲げ、ＯＢ会役員体制の刷新を求めた。
　新体制は会長の刀根のもとに、常任幹事長兼事務局長として河野正海（63期）を選任し、以降二人はグ
リー再興に向け、学院や大学当局にも積極的に働きかけ再興活動を具体化していった。
この年の7月に開催された、音楽礼拝「ありがとうランキンチャペル」に全国から参集した250名のＯＢ達
の胸の中は、きっと無念さと寂しさで一杯だったことであろう。それだけに「西南に再びグリーの灯を!」と
のグリー再興にかけるＯＢ達の思いは益々強くなっていった。現役グリーのいなくなった平成18年からは、
大学の卒業式、入学式等のセレモニーにはＯＢ合唱団である西南シャントゥールが列席し、校歌や、カ
レッジソングを歌っている。
　グリー再興を信じその時のためとの強い思いに駆られ、平成19年2月からシャントゥールと80期以降の
ＯＢ有志の呼びかけで「グリー再興支援募金」が開始された。この募金活動はその後ＯＢ会の事業として
受け継がれ、平成21年２月まで2年間継続された。
　同時に平成18・19・20・21年とＯＢ達も4月2日には、孫のような学生達に混じってキャンパスに立ち、自
ら新入部員募集の勧誘活動を行った。
　社会情勢の変化、大学自体の男女比率の大きな変化、学生達の価値観の変化、音楽ジャンルの多様化
等々の中で、学生達の合唱離れもまた自然の成り行きであったとも言えよう。併せて平成12年以降グリー
のメンバーは激減しており、最盛期のような活動は望むべくも無く、西南の学生達はグリーの演奏を聴い
たことも無く，グリーに対するイメージすら持たないと言う、部員募集環境としては最悪の状況にあった。
　このような状況ではあったが、OB会事務局では、「何とか学内で男声合唱のハーモニーを直接学生達
に聞かせる方法な無いものか」と考え、シャントゥールの日常練習を、月に１回学内で公開することにした。
この事はマスコミにも取り上げられたが、練習が夜間であったため学生達を引き寄せるには至らず、1年余
りで中止された。平成20年4月、新入部員獲得のためシャントゥールは男子学生寮で校歌指導と称するミ
ニコンサートを行った。男声合唱経験のある学生寮舎監松崎さんの協力もあり、寮生の石井、山崎、林田、
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三澤、及び刀根会長の知人の綾部の5君がグリーの門を叩いてくれた。ここに西南グリーの再興の小さな
灯を点すことが出来た。
　休部宣言以来２年間、５名の新入部員を得た時の感激は言葉に表し得ない喜びであった。
　以降、シャントゥールの副指揮者である佐藤棟也（70期）を指導者として、シャントゥールメン
バーに依る現役サポート体制を構築して歌唱指導を開始した。
　その後、江川靖志先生に3年間、堀ミナ子先生に3年間ご指導を受け、学生指揮者による本来の活動
が始まったのは2016年からである。

西南学院グリークラブＯＢ会歴代会長

主な規約改定
　　平成 7 年１月１日　　　西南学院グリークラブＯＢ会規約制定
　　平成19年７月７日　　　役員選任規約の改定
　　平成21年７月19日　　　東京支部の設置

現役グリー再興の為のOB会活動状況

第２部　創立41周年から100周年までの歩み 2．OB会の誕生とグリークラブ再興支援活動

氏名 卒年期 在任期間
植木陽一郎 56期 平成６年５月～平成11年５月
後藤　照男 48期 平成11年６月～平成18年５月
刀根　亨一 48期 平成18年６月～平成23年５月
河野　正海 63期 平成23年６月～平成27年５月
黒江　量二 65期 平成27年６月～現在に至る

日付  活動状況 備考
2006年 6月 平成18年度OB会総会 刀根会長就任
(平成18) 7月 「ありがとうランキンチャペル」演奏会 演奏会・懇親会
2007年 2月 グリー再興募金活動実施 90期主体
(平成19) 3月～4月 卒業式、入学式サービス シャントゥール
  部員募集勧誘 シャントゥール・ＯB会
 4月 学内誌「スピリット」へ投稿 OB会
 5月 OB会公式ホームページ開設 OB会
 6月 院長・学長・学生部との協議会開催 ＯB会
 7月 シャントゥール、大学内での練習を開始 シャントゥール
 9月 院長と協議会開催 OB会三役
2008年 1月 グリー再興募金継続（OB会事業へ移行） ＯB会
(平成20) 3月～4月 卒業式、入学式サービス シャントゥール
  オリエンテーションサービス・部員募集 シャントゥール・OB会
 4月 碧波寮校歌指導 シャントゥール
  入部者５名決定 
  休部解除 
  練習再開 
 9月 創立90周年記念フェティバル開催 ＯB会
2019(令和元)年 9月 創立100周年記念フェティバル開催 ＯB会
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　（3） 「ありがとう、ランキン・チャペル」

　2006年（平成18年）7月15日、略称「ありラ
ン」こと「ありがとうランキン・チャペル」の催
しに、20才～80才の230名を超えるグリー
クラブＯＢが世代を超えて歌声を響かせた。
　ランキン・チャペルは1954年に建設され、
これまで学院の催しに留まらず、演奏会場
等が少なかった福岡での貴重な施設として
大切な役割を果たしてきた。しかし築後50
年を超えれば老朽化は免れず、2008年春の
竣工へ向けて新しいチャペルへの建替えが
行われることとなった。
　50年間にわたり学院の歴史の一端を担ってきたランキン・チャペルの功績を称え、このチャペルにかけ
がえの無い思い出を持つ者達が集まって、お別れと感謝の集いをすべく大学が企画したものである。
　グリーメンにとって、学生時代は学内のどこよりも練習や演奏会のための時間や、エネルギーを注いだ
場所、それがランキン・チャペルである。我々85期生は折にふれ福岡に集まり旧交を温め合っていたが、
ある日の集いでこのチャペルの建替えのことが話題となり、「建物が無くなる前にもう一度自分達の世代
だけでなく、前後の世代も共に歌えないものか」との話となった。
このことを宗教部に持ち掛ける内に、大学側からも「感謝礼拝をしたいので、是非そこで歌わないか」との
相談が返ってきた。
　そこで、世代を超えグリーＯＢ全体で歌えたら何と素晴らしいことだろうと、85期の福田君達を中心に
シャントゥールやＯＢ会にアプローチを開始した。幾つかの難しい問題はあったものの、当初予想していた
50名を大幅に上回り、最終的には実に250名のＯＢが全国各地そして海外からもランキン・チャペルに参
集した。
　チャペルでの感謝礼拝ではステージに乗りきれず、ステージ下のフロアにまでも溢れたＯＢ全員が、
「Ah Seinan!」をはじめ黒人霊歌「Ride the Chariot」等を高らかに歌い、参列者と共に西南学院の歴史
と共に歩んできた、グリー創立の原点を確認することができた。このように大多数で、かつ世代を超えてグ
リーメンが歌ったことはこれまでに無かっただけに、参加者の感慨も一入であった。創立以来グリートー
ン、西南グリースピリットが代々受け継がれていたことを今更ながら確認し、感銘をうけた。感謝礼拝の後
は「グリー・ミニコンサート」として、各世代毎に思い出の歌を歌い、終了後の懇親会まで立ち去り難い一

日となった。
　折から、現役グリークラブはこの年部員が居なくなり、休部
の止む無きに至っていた。今日ここに集まった全てのＯＢが
無念さと共に、グリー再興への強い思いを抱き「学院にグ
リーあってこその西南」と改めて大学や在校生に強くアピー
ルし、グリー復活を祈らざるを得なかった。
　そのことがこの「ありラン」を成功に導いた最大の要因と考
える。
　同時に、そのことが大きな世代の拡がりの中のＯＢ間の溝
を埋め、「グリーはひとつ」というグリーの旗のもとでＯＢ会
の結束を促したのではないかと考える。短い準備期間の中で
数々の困難を乗り越えられ、OB会やシャントゥールの献身的
な働きで2年後にグリーが復活出来たことも、まさにマタイに
よる福音書にもある様に「求めなさい、そうすれば与えられ
る」という神の導き以外の何物でもなかったと信じている。

記述者  友納　靖史 （85期）
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（4）復活への熱い願いと活動

　 ･現役サポーターズ奮戦記 ～歌の力を信じて～

　2013年のOB会総会で現役グリーの支援策が種々承認されたが、当時の河野正海会長(63期)から、西
南シャントゥールの有志８人(①佐藤棟也[70期]②高川弘幸[70期]③山元一憲[70期]④窪田敏博[71期]
⑤倉地 進[71期]⑥中垣 登[72期]⑦中嶋恒生[73期]⑧山口 聡[75期]の各氏)がサポーターに任命され、
外部指導者の堀ミナ子先生をバックアップする形で、それまでよりも密接に現役と関わることとなった。
　2016年は復活グリーにとって大きな節目になったと思う。2008年のリバイバルコンサート以来外部の
専門家に指導を仰いできたが、自分達で学生指揮者を選び、自立した本来のクラブ活動を目指す方向へ
舵を切った年であった。2013年から3年間、親身になってご指導をいただいた堀ミナ子先生には事前にそ
の旨をお伝えした。「お考えには賛成ですが現状を見る限り大変ですよ、困ったことがあったらいつでも声
を掛けてください」と温かい言葉をいただいた。
　改めて当時の黒江量二 OB会長(65期)の下、テクニカルなサポートを中心とする「テクニカルサポーター
ズ」が立ち上げられた。黒江会長、野間利博事務局長(81期)にも全面的なバックアップをお願いした。当時
のサポーターズメンバーは①佐藤棟也[70期]②山元一憲[70期]③窪田敏博[71期]④山下博英[71期]⑤
倉地 進[71期]⑥中垣 登[72期]⑦中嶋恒生[73期]⑧梶原博司[74期]⑨山口 聡[75期]⑩宮地 純[83期]
のシャントゥールメンバー10名である。
　自主路線初年度の目的は、合唱活動並びにクラブ運営に必要な基本ノウハウを習得し、社会人への足
がかりにもしてもらうことだったが、孫ほどにも違う年齢差と時代の変遷、クラブの歴史と伝統のDNAが
途絶えた代償は小さくなく、現役諸君とのコミュニケーションはOBの熱い思いとは裏腹に空回りした。改
めて、それぞれの立場を理解することの難しさ、そして忍耐力の大切さを思い知らされた。何よりも、突然
背中を押されて未知の世界である指揮者を任された泉昂史郎君(18期)と、彼を支えた同期生3名の苦労
は如何ばかりであったかと今更のように慮られる。
　ともあれ10人のサポーターズが2班に分かれ、それぞれに指揮者経験者が入り、自主性を尊重しながら
月曜と水曜の練習日に加わり、水曜日にはOB主導の時間を60分取らせてもらうなどしてこの年の定期演
奏会を目指した。そしてある日の打合わせ会、現役からOBの指導法への不満が率直に出された時は、まさ
に青天の霹靂であった。しかし、そのことで本音の議論ができ、意思疎通が一歩前進した。後に泉君が就
職した年、同期代表でということでOB宛に丁寧な手紙をもらった。「当時は大変だったが、いろんなことを
学ばせてもらった。」と感謝の念を伝えてくれた。その時のうれしさは格別なものだった。
　2017年からは、現役諸君の頑張りの中で必要な打合わせ等をタイムリーに行うことを心掛けながら見守
り型のバックアップを行った。現役指導者の育成など課題を引きずりながらも、久世安俊氏のヴォイスト
レーニング、植村和彦氏のピアノ伴奏など献身的な協力に支えられ2019年の創立100周年を迎えること
ができた。復活後は、新入部員が10名程入部し総勢20名程に膨らんだ年もあったが、創立100周年記念
フェスティバルのステージに立った現役は13名。復活へ向けての正念場は正にこれからである。
　これまで多くのグリーメンが陰になり日向になりながら熱い思いで西南学院グリークラブの歴史を繋い
でくれた。そしてそこには「感動の共有」を与えてくれる「歌の力」があり、我々には「男声合唱の魅力」まで
も添えてくれた。
　現在のテクニカルサポーターズは、2019年に西南シャントゥール指揮者の高嶋裕二氏(76期)が加わり、
①山元一憲(70期)②窪田敏博(71期)③倉地 進(71期)④梶原博司(74期)⑤山口聡(75期)⑥高嶋裕二(76
期)⑦豊福純生(78期)⑧松尾有記(18期)各氏の布陣となっている。
　この先苦難の道がまだまだ続こうとも、現役あってのOB達は試行錯誤しながら、現役としぶとく向き
合って彼等を支えて行くことだろう。「歌の力」を信じて・・・。
　最後になりましたが、復活当初より202１年までサポートに携わり、学生時代とシャントゥールでの指揮
者経験を存分に発揮して頂きました佐藤棟也氏[70期]が、2021年9月逝去されました。これまでのご功労
に敬意を表し、心よりご冥福をお祈りいたします。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉地 　進(71期)

（4）復活への熱い願いと活動
第２部　創立41周年から100周年までの歩み 2．OB会の誕生とグリークラブ再興支援活動



- 158 -

Seinan Gakuin Glee Club 100th anniversary（4）復活への熱い願いと活動

　 ･ OBによる部員勧誘活動　● 朝日新聞　2008年4月7日夕刊

第２部　創立41周年から100周年までの歩み 2．OB会の誕生とグリークラブ再興支援活動



- 159 -

Seinan Gakuin Glee Club 100th anniversary

　 ･学内誌「SPIRITS」への投稿

グリークラブ再興の為の新入部員勧誘においての障害の一つが、現役の学生達にグリークラブのイ
メージが無いことであった。グリーの衰退時期や休部時期に入学した現役学生達に、それを求める
のは酷であることをOB達は思い知らされた。
そこでOB会は学内誌「SPIRITS」にグリー再興の必要性を投稿した。以下はその投稿文面である。

　西南に再びグリーの歌声を！

学院のチャペルが老朽化のため取り壊され、新しく立て直されるに際し52年間に
及ぶ学院や地域への貢献に感謝しようと「ありがとうランキン・チャペル」という
催しが、昨年7月15日に行われました。私共グリークラブOBも全国から馳せ参じ、
250名の大男声合唱で旧チャペルへの別れを惜しみました。
　西南学院グリークラブは、1919年（大正8年）の創部ですから本年で87年の歴史
を有し、学院の90年の歴史を考えれば、正に学院と歩みを共にしてきた西南を代
表するクラブであり、全国の大学合唱団の中でも常に上位にランクされる男声合
唱団でした。
大学合唱団のおかれた全国的な傾向とは言え、グリーも10年程前から部員数は漸
減しており、特にここ5年程は部員不足から従前のような形での演奏が出来なく
なっていましたので、現在西南に学ぶ学生の皆さんには往時のグリークラブのイ
メージは描き難いかも知れませんし、「グリーって何」ということなのかも知れま
せん。
　本来グリーとは音楽的には「無伴奏の男声合唱」を指し、グリークラブとは無伴
奏の男声四部合唱で、キリスト教系大学の合唱団であり、かつ宗教曲を歌うことが
条件とされていたと言われます。そうであれば、西南学院グリークラブはこれらの
条件を完全に具備した合唱団であるといえますし、西南には欠くことの出来ない
合唱団だとも言えます。
　今は余暇の楽しみ方も、音楽そのものに対する取り組みも多様化しています。し
かし私共ＯＢが脈々と歌い継ぎ、守り続けてきた西南学院における男声合唱の文
化を失くすことは考えられないことであり、「西南からグリーの灯を消すべきでな
い」との熱い思いを持ってグリー再興への動きをＯＢ会は行っています。
　男声合唱のもつ重厚なハーモニー、ダイナミックな歌声は、一度経験すると生涯
の感激となり、社会に出て一時的に合唱を離れたとしても、いつの日か又「心の故
郷」「青春の日の感激」を求めて合唱を再開する人々は多く、特に西南グリーＯＢで
組織する西南シャントゥールも、平均年齢65歳を過ぎたメンバーが集い活躍して
います。
　90年近い西南グリーの歴史と伝統を守り、これを未来へ引き継いでいくという
行為は、4年間の学生生活の中での得難い体験として実社会に出て必ず役立つで
しょうし、合唱を通じて多くの人間関係、連帯感を学んでください。ともに肩を組
み、男声合唱の醍醐味を味わおうではありませんか。入部を心よりお待ちしていま
す。
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